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Analysis　 of　109　 Japanese　 children's　 lip　and　 nose　 shapes　 using

　　　　　　　　　　　　　3-dimensional　 digitizer.

(三次元デジタイザーを用いた日本人正常幼児 且09人の 口唇外鼻形態分析)

内容の要旨

森

　顔 面の形状 の計測法と しては、直接ar測 法 、写貰計測法 、モア レ法、

顔面石膏モデルの接触型三次元計測法 、三次元 レー ザー スキ ャナーに

よる計測法、三次元 コンビ3一 タ トモ グラフィによる計測 法な どが報

告 され ている。

　 なかで も三次元的 な解析が可能な顔面st測 方法 と して、顔 面石膏モ

デル を用い た接触型 三次元針測法 と、 レーザー ス リッ ト光 ダブル ス

キ ャン方式三次元局面形状計測装置を用いた非按触型三次 元計測 法、

三次元コン ビュー タ トモ グラフィーに よる田・測法の報告が ある。そ の

なかで も、臨床 に有用だ と思われ る非接触型 レーザー スキャン法 は.

測定基迎面に対 して垂直に近い部分、つ ま り鼻翼 、鼻 柱な どの傾斜 が

怠な部分では請度の高いデー タが得 られに くい とい う欠点 があった。

　今回我a13,主 に ロ唇裂術後の評衝 に颪要な 口唇外鼻形態 を分析す

る ことに重点 をfiき 、5～6才 の 日本人正 常幼児109人(男 児51人 、女

児58人)を 対象に 、非接触 型半導体 レー ザー三次元at測 装置 を用 いて、

顔 面形 態計測を行 うの に十 分な精度の外 鼻 と口唇の三次 元画像 を得

ることができた。

　 その得 られ た画 像 をコ ン ピュー ター上 で回 転 し、正面顔 貌 よ リ

キニー ビッ ド弓の ピーク岡距離 と左右 の ロ角 距雌(width　 of　the　labial

fiuure7を 測定 し、　basal　viewよ り鼻翼幅 と鼻 尖 と突 出度(nasal　tip

pmuusionJを 各々計測 し、そ の結果 を男女別 に分 け ロ唇外鼻形態を詳

しく分析 した。さ らに三次元デー タ変換編集 ソフ トを用 いて、側面顔

貌か ら鼻柱 口唇角度(NLA)をat測 した。その結果 、nas飢ippro町usion、

キュー ピッ ド弓の ピーク間距離 、NLAで は男女間 に有意差は認 めなれ

なかったが、鼻翼幅、Wldlhoflhc　labial　fissureでは男児の方が宥意に大

きかった。

　また人中稜走行を4型 に(q}三 角型 、(2》平行型 、(3)陥凹 型、(4)

平坦型)、 鼻孔形態 も4型 に(<1>涙 滴型、　 <2>ハ ー ト型 、　〈3>メL

型、(a>三 角型)分 類 した。人中稜走行 分析で は、男女 とも平行型が

最 も多 く(男 児u人/51人 、女児24人/58人)、 次 いで三角型が多かっ

た 〔男児18人/51人 、女児18人/58人)。 鼻孔形態分析 では、従来.口

唇裂手術 による変形 と して典型 的だ と言われ ていたハ ー ト型の 鼻孔

形態を もつjE鴬 幼児が 、男児 で5巳人中且4人、女児 で58人 中13人 と相当

数存在 していた。

　また、それぞれの特微点で三次元座 標の平均 値を算出 し、iE常 幼児

97女 のロ唇外 鼻形 態平均モデル を作成 した。

　 さらに前述の 三次元デー タ変 換編 奥 ソフ トを用い て左 右鼻孔 面積

と上下赤唇面mを 算出 し、 口唇裂術 後の新た な形 態評価 法 を考案 し

た。今回の計測結果(3,日 本人正欝幼児 口唇外鼻形態の基本 デー タ と

なる ものであ る。また、今回の計測法は 口唇外鼻形態の評価 の指 標 と

して応用可能 と考 えられた。

文　子

論文審査の要旨

　 口唇裂の 手術 に際 しては、術者の主観や美的 感覚 を排除 し、平均的

な 日本人の顔面形態 を念頭に入れ て治療 にあた る必 要があ る。

　 本論文で は,ロ 唇裂 術後の解価 を行 う為 、日本人正 常5～6歳 児109

人を対象に.非 接触型 半導体 レーザー三 次元 計測装置 を用い て、外 邸

と口唇の三次元画像 をスキャ ン した。得 られた画像 をコン ピュー ター

上で回転、補正 し,正 面顔貌 にてキ昌一 ビッ ド弓の ピーク問距離 と口

唇横裂幅をbase]viewの 顔貌 にて鼻翼悶距離 と鼻深 長を計測 し.ロ 唇

外鼻形態を男女別 に分析 した。さ らに三 次元デー タ変換稲 集 ソフ トを

用 いて、側面顔貌 にて鼻柱 口唇角度 を計 測 した。鼻深艮 、キ ュー ピッ

ド弓の ピー ク間距離.鼻 柱 口唇 角度 では男女問に有意差 は認め られな

かったが、鼻翼問距照 、口唇横裂幅 では男 児の方が有意 に大きかった。

また人中稜走行 を4型 に((1}三 角型 、(2)平 行 型、(3)陥 凹型、(の

平岨型〉,鼻孔形 態 も4型 に(くu涙 滴型、　 く2)ハ ー ト型 、　 〈3>丸

型.　 <4>三 角型)分 鎖 した。

　 また、それ ぞれ の特徹点 で三次 元座 標の平均値 を算出 し、正常幼児

男 女の 口唇外 鼻形態平均モ デル を作成 した。

　 さ らに 三次元デー タ変換編 集 ソフ トを用いて左 右鼻孔面 棚 と上下

赤唇 面積 を算 出 し、そ の計測値 と頑面各部位 の測定値 との割合 を比較

す るこ とに よる 口唇裂術後 の新 たな形態評価法 を考 案 した。

　審査 では、まず、幼 児の身 長 ・体重が計測 値 と相 関 してい るか、誹

測値は 正規分布 を していた のかが質 問 された。今回 、身長 ・体 重は紀

録 してある ものの、計測値 と関迎付 けた解析 は してお らず 、正胆 分布

を していたか どうか も含め て今 後の検討 課題 としたい と回 答 され た。

また、口唇外鼻形態の成 長による変化及び成 人例でのデー タにつ いて

の質問 には 、現 在測定を継 続 中であ る との回答があ った。

　 また、表情 によ り顔 面形態が 変化す るのではないか との 質問には、

出来 るだけ安静時 に短 時間で 計測 を行 うよ うに してい るとの 回答 が

あ った。

　 さらに、口唇 裂手術前に本検査 を行 うことに よ り、性 差、両親の顔

貌.体 格 な ども考慮 され たP唇 裂手術時 に 目指すべ き形態のイ メー ジ

が、術者 と患者双方 にとって明確にな り、手術 による具現性 が高め ら

れ ると回答 され た。

　 また.本 測定法の他の 臨床応 用の可能性 につ いての質問にit,小 耳

症、上顎骨発 育不全、人中低形成 な どの顔 面形態異常疾患 だけでな く、

胸郭変形、乳房 低形成な どにお いて も診 断治療 に応用 し得る との回答

があ うた。

　以上の よ うに、本 研究は今後 さ らに検 酎すぺ き課題 を残 してい るも

のの、顔 面計測法 として新 しい方 法であ り、その測定 値は 日本人正常

幼児の 口唇外鼻形態の基 本デー タとな る もの である。また、顔 面形態

異常を示す様 々な疾患の診 断に応 用で きる発展 性があ り、意 義あ る論

文 と詳価 された。
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